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○基本理念

わたしたちは子どもの基本的人権を尊重し、子どもを健全に育成し、その自立を支援します。

○基本方針

① 生活支援の充実

暖かい雰囲気のある生活しやすい環境を提供し、子どもが勉強や運動、作業を中心に規則正

しい生活習慣や社会性を身につけるよう支援する。

② 個別支援の充実

児童自立支援計画に基づき、子どもの個性を理解・尊重すると共に、個別の関わりを重視し、

子どもが持つ力を引き出し、健やかに成長するよう支援する。

③ チームワークによる支援の充実

子どもの個性を全ての職員が共通認識した上で、同じ目標に向かって一丸となって支援する。

④ 分校との協働支援の充実

分校と連携しながら、個々の子どもの学力の向上、社会性の伸長を支援する。

⑤ 専門的支援の充実

職員資質の向上に努めると共に、関係機関との連携を強化し、子どもの特性に応じて支援す

る。

⑥ アフターケアの充実

退園児童が失敗しても小さな躓きで済むように助言・援助を行うことで、安定した生活が継

続できるよう支援する。
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Ⅰ 施設の概要
１ 事業目的

児童自立支援施設は、児童福祉法の規定に基づき設置された施設で、家庭や学校、地域で問題

行動を起こした児童(不良行為をなし又はなすおそれのある児童)のほか、家庭環境その他環境上

の理由により生活指導を必要とする児童を入所させ、個々の児童の状況に応じて必要な指導を行

い、情緒の安定と学力向上に努め、健全な人格の形成と社会生活の適応を図る等その自立を支援

することを目的としている。

２ 名称、所在地等

・名 称 群馬県立ぐんま学園

・所在地 群馬県前橋市川原町826番地 TEL 027-231-2554 FAX 027-231-2548

・環 境 当学園は市内中央の県庁から北方約４.５㎞にあり、赤城・榛名の山々を遠望できる

利根河畔にある。周囲には雑木林や農地が広がっていたが、近年、商業施設や住宅の

立地等により急速に都市化が進んでいる。

３ 沿革

明治41年10月 感化法施行により天川原町松竹院境内に明峯学院として創立。（定員１名）
明治43年12月 公立感化院、群馬県立群馬学園として岩神町に設置。（定員5名）
大正 2年 4月 私立代用感化院・群馬学園として天川町に設置。（定員20名）
大正11年 3月 群馬県立代用感化院・群馬学院として天川原に設置。（定員25名）
大正14年12月 天川町の私有地に、本館及び3寮舎（赤城、榛名、妙義寮）設置。

代用感化院群馬学院を廃止し、群馬県立群馬学院を設置。
昭和 9年10月 少年教護法により少年教護院群馬学院となる。（定員36名）
昭和20年 8月 戦災により本館1棟、寮舎2棟、職員舎1棟焼失。
昭和22年11月 本館1棟、寮舎3棟竣工。
昭和23年11月 児童福祉法制定に伴い児童福祉施設教護院群馬学院となる。
昭和26年 4月 寮舎1棟増築、女子を収容することとなり4寮となる。（定員55名うち女子10名）
昭和26年11月 川原町（現在地）に移転し、本館1棟、寮舎5棟、炊事棟1棟新設。
昭和30年 1月 定員を70名に増員。
昭和34年 6月 運動場設置。
昭和35年 9月 女子定員15名に増加、職員室39.6㎡拡張。
昭和40年12月 炊事棟80.21㎡新築。
昭和42年 1月 白根寮（女子寮）新設。（定員85名うち女子15名）
昭和44年 3月 本館（延750.28㎡）新築。
昭和45年 2月 利根寮、浅間寮新築。
昭和46年 3月 赤城寮、榛名寮新築。
昭和47年 2月 妙義寮新築。
昭和49年 3月 体育館新築。
昭和58年 1月 国体道路側への進入道路及び正門設置。5月、なごみ池完成
昭和58年 8月 プール新設（25㎡6コース、更衣室、便所付設）。
昭和58年12月 榛名･白根寮職員舎増築。
昭和59年11月 赤城寮･浅間･利根寮職員舎増築。
昭和59年12月 テニスコート完成。
昭和61年 3月 遊びの広場「希望の丘」完成。
昭和61年 4月 定員を60名。うち女子12名に変更。
平成元年 3月 食堂ホール新築。
平成 2年 3月 食堂ホール便所新設 職員公舎改築。
平成 7年 3月 浅間寮閉鎖。
平成10年 4月 児童福祉法改正により、教護院から児童自立支援施設に。
平成11年 4月 小舎交替制を導入（白根寮）。
平成13年 4月 小舎夫婦制から全寮が小舎交替制に。
平成15年10月 新寮西棟（赤城寮・榛名寮）竣工。
平成16年 9月 新寮東棟（白根寮・武尊寮）竣工。年長児寮（武尊寮）を開設。
平成17年 4月 群馬県立「ぐんま学園」に名称変更（定員を54名。うち女子12名）。
平成17年 4月 学園内に、前橋市立荒牧小学校・南橘中学校みやま分校を開設。
平成19年 3月 群馬県立ぐんま学園職員倫理要綱制定
平成20年10月 ぐんま学園創立百周年記念。
平成22年 1月 心理室棟を新築。
平成26年 1月 本館事務室を増改築
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平成29年 3月 赤城寮個別支援棟増築
平成30年 3月 榛名寮個別支援等増築

４ 組織
園長 次長 総務企画係（服務、庶務･会計、施設･設備管理、給食調理）

赤城寮指導係（男子学齢児）（寮運営･生活指導）

榛名寮指導係（男子学齢児）（寮運営･生活指導）

寮統括

白根寮指導係（女子学齢児）（寮運営･生活指導）

武尊寮指導係（男子年長児）（寮運営･生活指導）

◇ 前橋市立荒牧小学校・南橘中学校みやま分校 （園内に設置）

教頭１、教諭10、事務１

５ 職員構成

令和3.5.1現在

職 員 会計年度任用職員

合 園 次 補 係 主主副 主 主 嘱 事 栄 保 給 心 自

区 分 査幹主 小 託 務 養 健 食 理 立 小

計 長 長 佐 長 幹 任 事 計 医 職 士 師 調 治 支 計

理 療 援

士 員

管理職 3 1 2 3

総務企画係 14 (1) 1 1 4 1 1 1 5 1 9

赤城寮指導係 7 1 1 2 1 5 2 2

榛名寮指導係 7 1 2 1 1 5 2 2

白根寮指導係 8 (1) 1 2 2 5 3 3

武尊寮指導係 8 1 1 2 1 5 3 3

全寮ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 0

合 計 47 1 2 3 6 7 5 24 4 1 1 1 5 1 10 19

・次長１名は総務企画係長兼務、寮統括専門官は次長に含む。

・白根寮指導係長は寮統括専門官が兼任する。

・白根寮主事１名は過員配置。

・武尊寮主任１名は子育て部分休暇。
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６ 敷地、建物

○敷地 27，212．15㎡（グランド面積5,446.5㎡、テニスコート1面、25ｍプール）

○建物

名 称 構 造 延 面 積 建築年月日等

本 館 鉄筋コンクリート２階建 872.61 S44.3.31,
S52.7.23改修
H26.1.17増改築

分校プレハブ棟 鉄骨造 70.34 H17.11.9

心理室棟 木造 59.62 H22.1.29

体育館 鉄筋平屋建 576.00 S49.3.30

児童生活棟（西） 鉄骨造 694.43 H15.10.1

児童生活棟（東） 鉄骨造 694.74 H16.9.13

食堂ホール 鉄筋コンクリート平屋建 174.52 H1.3.24

給食棟 軽量鉄骨平屋建 80.58 S40.12.20

ホール横便所 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ平屋建 22.12 H2.3.31

調理員休憩室 プレハブ造 9.90 H5.7.8

個別支援棟 木造平屋建 83.57 H2.3.6

作業棟 鉄筋平屋建 183.89 S45.11.15

物置（２棟） スチ－ル組立式 10.04 S59.2.1、S59.11.30

倉庫 プレハブ平屋建 92.70 H5.8.31

プール更衣室棟 コンクリートブロック 47.25 S58.2.10

赤城寮個別支援棟 木造 14.68 H29.3.31

榛名寮個別支援棟 木造 14.68 H30.3.31

計 3,701.67


